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 AP＋5.40m

 AP+1.00m

1:3

捨 石

A.P.+3.00m 

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

断面計画図

① ② ③

流失防止工（ネットに入れた捨石）

平面計画図

1:2 AP.+4.0ｍ

1
:
2

1:2

1:201:2 AP.+4.0ｍ

1
:
2

1:2

1:20

20m

置
き
砂
先
端

１0m

干
潮
ラ
イ
ン

①

②

満潮ラ
イン

③

流出防止工

（シート）

流出防止工

（ネットに入れた捨石）

汚濁防止工

(2)平面計画図、断面計画図

・専門家へのヒアリング1回年1回

・後浜部、汀線部、のり先付近を基本として、勾配が
変化するごとに１箇所。

春季：4月，
秋季：9月の年2回

採泥・
粒度試験

２丁目護岸周辺の海底地形、底質に大きな変化が見られた場合は、東京湾内にある波浪観測点から外力を推定する。

・第１工区の完成断面石積のり先。
・護岸改修範囲の西側で1地点

青潮発生時DO計による
測定

青潮時の溶存酸素量測定。生物環境への外力把握
を目的とする。

・定点撮影年2回＋イベント(台風等の
高波後)

形状把握

専門家への
ヒアリング

水鳥の場の利用への影響の有無を把握
する。

水鳥

・方形枠(50cm×50cm)による目視観察
・潮間帯で1箇所

夏季：8月下旬～9月

春季：4月(H22)の年2回

生物観察

・置き砂投入範囲の中で1測線年2回＋イベント(台風等の
高波後)

地形測量・砂を投入した場合の砂の挙動を把握する。

・置き砂に現れる生物相を確認する。
砂つけ
試験

波浪・
流況検

証

材

料

・発芽ヤードでは、発芽状況と種類、活着状況、他の植物
の侵入状況、基盤の保持状況、天候を観察

・移植ヤードでは、活着状況、他の植物の侵入状況、基盤
の保持状況、天候を観察

・観察頻度は4～9月は2週間に1回、10～3月は1ヶ月に1回

平成21年4月
～平成22年3月

発芽及び移植試
験ヤードにおけ
る種まき、植え
込み後の観察

・護岸構造を利用した基盤の形成方法を
見出す。

・石積護岸の立地環境に合う植物を確認
する。
・立地環境に合った緑化手法を見出す。

緑化
試験

・測線No.82、H19年度乱積施工箇所、L-2、No.46、L-3
の5箇所における採取分析

・1箇所当り高、中、低潮帯、のり先の4検体

採取分析

・測線No.82、H19年度乱積施工箇所、L-2、No.46、L-3
の5測線

・石積護岸(斜面上)：方形枠(50㎝×50㎝)による連続
目視観察

・高潮帯から護岸のり先まで1m間隔
・旧護岸法線より30～100mは10m間隔
・石積護岸の東側端部の1地点においても観察
・H19年度乱積施工箇所は潮間帯のみ観察

春季：4月(H21)
夏季：8月下旬～9月
の年2回

冬季：1月 潮間帯の写真撮

影のみ（ただし、夏季に護岸
前面に青潮が広がった場合
は、冬季調査を実施する。）

ライントランセ
クト法による観
察

潮間帯生物の定着状況
※調査は公開とし、ライントランセク
ト法による観察は市民との協働で行う
ものとする。

生物

・測線No.82、L-2、No.46、対照測線L-3の岸沖方向
100mの4測線で10m間隔で採泥（10検体）：合計40検
体

・測線No.82、L-2、対照測線L-3の岸沖方向500mの3測
線では、沖合150m,200m,300m,400m,500mの5地点で
採泥：合計15検体

春季：4月
秋季：9月
の年2回

採泥・
粒度試験

粒径の変化の把握底質

・護岸改修範囲の岸沖方向100m ×(43測線) = 測線延
長4,600m

・測線No.82、L-2、対照測線L-3の
岸沖方向500m×( 3測線) = 測線延長1,500m

・石積護岸の東側端部脇の4地点

春季：4月
秋季：9月の年2回
東側端部脇は年2回＋
ｲﾍﾞﾝﾄ(台風等の高波)後

地形測量・護岸部の張り出しによる周辺への物
理的影響の把握
・洗掘等による周辺地形の変化の把握
等

地形

検
証
項
目

数 量 等時期（間隔）方 法目 的項目区分

※赤文字部分がH20年度からの変更内容である。（1）モニタリング調査項目
５．H21年度モニタリング調査項目（案）
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深浅測量（20m間隔×46測線）

H20年度：356m

置き砂試験を
実施し、投入
後のモニタリ
ングを行う。

深
浅
測
量
5
00
m

対照測線
L-3

測線No.46
(旧・2工区)

測線L-2
(旧・対照測線)

測線No.82
(旧・1工区)

地形測量範囲：測線延長4,600m（岸沖方向100m×46測線）

地形測量測線：測量延長1,500m（岸沖方向500m×3測線）

底質採取(沖合い100mまで10m間隔)

及び(沖合100mから50m及び100m間隔)

潮間帯生物（ﾗｲﾝﾄﾗﾝｾｸﾄ法）

×5測線（乱積み部は石積み潮間帯のみ）

凡 例

潮間帯生物（定量採取）2箇所×4検体
（高，中，低潮帯，のり先）

砂つけ試験(地形測量、粒度試験、
生物観察、形状把握)

緑化試験

深
浅
測
量
5
00
m

深
浅
測
量
5
00
m

H16年度環境基礎調査のL-3から
80m西側へ移動した測線

砂つけ

５ (2)平成2１年度 モニタリング調査位置
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6.  H2１年度 実施工程表（案）
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年月

工種　　　　 2月 3月    4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月    4月

 

捨石工

Ｈ鋼杭工

被覆石工

鋼矢板工
Ｈ鋼杭工

捨石工
被覆石工

笠石Ｃo
その他

地形

底質

生物

その他

別途イベント時対応

青潮観測

緑化試験
置き砂試験

H20年度

陸
域
工
事

別途イベント時対応

別途イベント時対応

H21年度区

分
備考

H22

モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査

H20年度

海域捨石工L=50ｍ準　備　工

海
域
工
事

H21年度

陸域H鋼杭工L=205ｍ

海域施工期間

(4月～8月)

のり養殖期間

(9月～3月)

砂つけ試験



7. 塩浜２丁目の護岸改修の流れ

＝順応的管理を踏まえた改修の流れ＝

ステップ１

○ バリエーションの検討

検討、モニタリング等

○ モニタリング
・ 地形
・ 底質
・ 生物
・ 景観

○ 結果の検証
○ 効果、改善点の整理

○断面形状の検討

平成19 年度：実施計画

平成21年度：実施計画

平成20年度：実施計画

ステップ３

フィードバック

勉強会等を通じて情報
の共有と蓄積、市民との
協働によるモニタリング
と検証の実施

ステップ２ モニタリング

○ 基本断面

平成 1８年度：施工

平成 1９年度：施工

平成22年度：実施計画

平成 20年度：施工

平成 21年度：施工

平成 22年度：施工

順応的管理

により護岸の

向上を目指す

○より良い工夫

○より良い断面

平成 年度：基本断面の決定17

（900ｍ工区完了）

・波浪・流況

H20年度 施工箇所

施工範囲
塩浜２丁目、H19年
度施工の隣接部
（356ｍ）、及び
H17年度完成断面の
隣接部（60ｍ）と
陸側H鋼杭（300ｍ）

施工延長
捨石部４１６m
陸側H鋼杭３００ｍ

H21年度 施工箇所

施工範囲
塩浜２丁目、陸側の
H鋼杭（20度施工の
隣接部 205ｍ）、
及び、捨石の未着手部
分（50ｍ）
陸側H鋼杭（300ｍ）

施工延長
陸側H鋼杭２０５ｍ
捨石部５０m
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